
実践記録（小６・総合的な学習の時間） 

１ ねらい 

  課題解決に向けて情報の比較を行うために、どのような情報が必要かを考え、判断することができるように

する。 

 

２ 手立て 

 ・ 比較するための条件（比較項目をそろえる・複数の視点で考える）を意識させるために、発問を通すこと 

で、前時までに整理した情報だけでは比較しにくいことに気付くことができるようにする。 

・ 学級全体でそれぞれの意見を共有することで、自分の考えだけでなく比較に必要な項目についての考えを 

広げ、複数の項目の中から考えることができるようにする。 

 

３ 実践の様子 

  前時で整理した表を黒板に貼り、「移住するならどこの国が

よいか考えましょう。」と発問を投げかけた。前時に情報を表

にまとめたことで、それを基にそれぞれの国を比較して話し

合う様子が見られた。しかし、提示された情報だけでは決め

られず、「もっと他の情報も調べて加えたい」という意見が出

た。比較を通して移住したい国を決める活動を行ったことで、

国を決めるにはさらに複数の視点で比較する必要があるとい

うことに気付くことができた。 

また、どのような情報が加われば決めることができるか、

比較する項目を考える活動を取り入れた。【資料１】悩んでい

る児童には、自分の生活を基に考えるとよいことを伝え、そ

れぞれが考えた比較に必要だと思う情報を発表し、学級全体

で共有した。 

その後、学級全体で考えを精選し、児童が考えた項目を合

わせ、８つの項目に分類した。【資料２】話し合いの内容を基

に、次時はどの項目の情報を収集し、加えれば課題を解決で

きるかを、グループで相談した。 

 

４ 成果と課題 

 ○ 「どの国に移住したいか」を考えるという課題に対して比較を通して考えさせたことで、新たな情報を加

える必要があることや複数の視点で考えた方が良いことに気付くことができた。 

 ● ４つの項目をグループで決めた後、それぞれのグループ間で交流をさせればよかった。そうすることで、

どのような理由で４つの項目を選んだのかを伝え合うことができ、項目を選ぶ観点に広がりがでたり自分た

ちのグループの考えにより深まりをもたせたりすることができたのではないかと感じた。 

【資料１】情報を比較する項目について話し合う児童 

【資料２】８つの項目に分類された情報 


